

















































































として一般に通用するやうな価値を持つとは云はれない》《身辺小説》と述べたことを嚆矢に、 《生活記録》 （臼井吉見 「中島敦の文学
」（１１）






















































が述べるような中島 《作家としての特質》が表れていることは確かである。しかし、 「遍歴」 において注目すべきは列挙された芸術や思想だけではない。　
詠み手が何故このように多くの歌を列挙しなければなら
なかったのか、 「遍歴」から詠み手の心情を読み取る が、佐々木充、鷺只雄、木村一信による論考である。これ の先行研究が、 「遍歴」に《熾烈な願望
（２２）
《いわば「灼けるや
























た。 （灰色のぶよ〳〵と弛んだ袋や、醜い管や、グロテスクなポンプなど。 ）それも今迄になく、かなり長い間︱殆ど半日︱続けた。すると、私といふ人間の肉体を組立ててゐる各部分に注意が行き亙る つれ 次第に、私といふ人間の所在が判らなくなつて来た。俺は一体何處にある？〈三〉
　「かめれおん日記」の《私》と「遍歴」の詠み手は、どちらも《私といふ人間》を捉えようとして捉え切れず、それぞれ 《俺は一体何處にある？》 《いづくにか行くわが魂ぞ》と途方に暮れる。五十四首 渡 「遍歴」が終わり、詠み手が半ば他人事のように《わが魂》を見送った時、詠み手の視点は、憧れるように行ってしまった《わが魂》へ客観的な視線を向けら る場所にあることが分かる。このような詠み手の視点は、連作毎に変化を見せ、歌集全体の構成と関わる。以降、視点の動きに注意しながら連作 辿って行きたい。２　「憐れみ讃ふるの歌」から「石とならまほしき夜の歌八首」
　
―俯瞰、着地、そして凝固―

















































































ら詠まれている。詠み手は 「遍歴」において離れて行った《わが魂》を《我》に定着させた上で 苦し 《喘息の夜》 、 《醜き》人 、そして《悪しき世》であっ も そ中を生き抜いた《ゲエテ・プラトン》のよう 《人し行かむ と決意する。 最後、 《屹
きつ
として霜柱踏》 む 《我》

























と思う 《夜》 があるこ を歌うのである。 《屹
きつ
として霜柱踏》






つまいと決心するやうになつた》 《私》の《和歌》として並ぶ。 《外へ向つ 展かれた器
関ママ
を凡て閉ぢ、まるで堀上
げられた冬の球根類のやうにならうとした》という《私》が、 《それに触れると、どのやう 外からの愛情も、途端に冷たい氷滴となつて凍り く ・石 ならう と思いながら詠んだ歌であるが、 《球根》の比喩に《石 の比喩が後付けのように被せら ていること らも、この歌群が「かめれおん日記」第一稿成立後から単行本収録まで間に、歌集から引用して修正を加えたも であ ことが推測できる。
（２８）
引用時に外された歌は、短歌集において前後



















































































































































































方法へ辿り着いたのだろうか。中島が歌に熱中していた時期は、 横浜高等女学校教諭として勤めて た時期と重な 。その当時の中島の様子を、友人釘本久春と氷上英廣による筑摩版第一次全集「編集後記」
（３０）
から窺うことができる。そ









































亀田綾瀬の門人となり、そ 後嗣鶯谷 門下でも学んだ漢学者である。村山吉廣 研究
（３６）
によると、撫山の漢学は鶯谷
の「皇漢学」の流れを受け継ぎ、撫山が開いた私塾「幸魂教舎」 では 『毛詩』 『周易』 『中庸』 『論語』 『孟子』 等と共に、 『万葉集』や『古事記』が講じられていたという。このような家に育った者は、妻タカが回想するように《みんな和歌方を作る》
（３７）
















































































































































































































































31） 「手帳（昭和十二年） 」には、 『中島敦全集３』二〇〇二・二、


































































































48） 『時代別 文学 事典現代編』一九九七・五、東京堂出版
　
付記
　
中島敦作品・断片・手帳・書簡等の引用は『中島敦全集』
（二〇〇一・十～二〇〇二・五、筑摩書房）に拠る。引用文は、仮名遣いは原文通りとし漢字は原則として現行の字体に従った。
　　　　
なお本稿は、二〇一五年度日本近代文学会春季大会における口頭発表に基づくものである。ご教示を賜った方々に深く御礼申し上げる。
（かとう
　
あや）
